


■ ごあいさつ

字都宮短期大学長

須 賀 英 之

宇都宮市の囲の台地にある宇都宮短期大学は、 いま鮮やかな紅様に囲まれ、

すがすがしい秋空が広がっています。 このキャンパスにおいて、 第391i•I字短大

祭が盛大に即韮されますことはよろこびにたえません。

このたびの字短大祭のテー マは「絆～こころをつなぐ無限の輪」です。 音楽

科と人澗福祉学科の両学科の学生が交流することによって、 秤楽から1せ界の多

様な文化の価値を、 福祉から幼児や森齢者との共生社会の意義を、 それぞれ学

ぶことができるものと期待しています。 そして、 自らのアイデンティティを新

たに発見できれば、 さらに有俎義な機会となるでしょう。

音楽科の先生方や学生による演奏会、 人間福祉学科地域開発センタ ーの公f#I

講座をはじめとして、 各種の研究発表などの多彩な催し物については、 学生の

皆さんが自主「1立の梢神を発揮して一生懸命に準備されました。 さらに国連ク

ラシックライプ協会によるミュ ー ジカル公演や、 宇短大の卒業生、 附屈硲校の

生徒によるIll演協力もあり、 一段と報やかな内容となっております。

本学では人間性盟かな感性と卓越した専門技術の修得を目指して、 教職貝と

学生が一体となって切磋琢磨しています。 ご来学の皆様には、 こうした学牛の

u ごろの努力の成果をぜひご買いただき、 学生を励ましていただくとともに、

本学に対するご理解をいっそう深めていただければ幸いです。

学生の皆さんは、 本学の輝かしい伝統をさらに発展させ、 この宇短大祭で示

した自山梱達な意欲と令貝 一致協）Jした達成感を今後の学生生活に活かして、

それぞれの道に梢進されますよう希望します。
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